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広報なかがわ
2009. 11月号 ２

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
か
ら

重
症
化
や
死
亡
の
防
止
に
一
定
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

感
染
防
止
の
効
果
は
証
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
く
、
優
先
的

に
接
種
し
て
い
た
だ
き
た
い
方
か

ら
順
に
、
接
種
の
標
準
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
下
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

対
象
者
全
員
が
接
種
す
る
と
仮
定

し
た
場
合
の
も
の
で
す
。
今
後
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
都
度
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆優先接種対象者以外の方への対応は、優先接種対象者へのワクチン接種の状況を踏まえて行います。
◆優先接種対象となる基礎疾患については、左ページをご覧ください。11月中旬から接種を開始する「基礎
　疾患（最優先）」に該当するのは、特に重症化のリスクが高いと医師が判断した方です。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、
優
先
接
種
の
対
象
者
、
時
期
、
場
所
、
費
用

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
紙
に
差
し
込
ん
だ
Ａ
4
版
の
文
書
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
中
川

町
立
診
療
所
で
、
予
約
の
上
、
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
19
〜

64
歳
の
基
礎
疾
患
の
な
い
方
は
、

今
の
段
階
で
は
申
し
込
ん
で
も
接

種
で
き
ま
せ
ん
）。

　

た
だ
し
、
妊
娠
し
て
い
る
方
、

他
の
病
院
な
ど
で
基
礎
疾
患
に
よ

る
治
療
を
し
て
い
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
医
で
接
種
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
回
目
＝
3
，
6
0
0
円

2
回
目
＝
2
，
5
5
0
円

（
2
回
目
の
接
種
を
1
回
目
と
別

　

の
病
院
な
ど
で
行
う
場
合
は

　

3
，
6
0
0
円
）

　

中
川
町
で
は
、
優
先
接
種
対
象

者
の
う
ち
、
町
民
税
非
課
税
世
帯

ま
た
は
生
活
保
護
世
帯
の
方
に
は

費
用
の
全
額
を
補
助
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
優
先
接
種
対
象
者
に
は
、

1
回
目
9
0
0
円
、
2
回
目
7
0

0
円
を
補
助
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
義

優
先
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

接
種
費
用

接
種
場
所

優先接種が始まります

医療従事者

10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月

妊　婦

基礎疾患のある方（最優先）

基礎疾患のある方（その他）

1歳以上の幼児、小学1～3年生

1歳未満児の保護者、小学4～6年生

中学生、高校生、65歳以上で基礎疾患のない方



３ 広報なかがわ
2009. 11月号

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら

ず
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

で
重
症
化
を
予
防
す
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
接
種
後
、
接
種
箇
所
が

腫
れ
た
り
熱
が
出
る
な
ど
の
症
状

が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
ま
れ
に
重
篤

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
を
理
解
し
た
上
で
、
個

人
の
選
択
で
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
国
を
は
じ
め
、
行
政
は
、

皆
さ
ん
が
接
種
の
選
択
を
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
を
速
や
か
に
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
紙
に
差
し
込
ん
だ
文
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

◇慢性呼吸器疾患
　・気管支喘息、肺気腫、慢性気管支炎で治療中または定期的に経過観察のために受診中の方
　・肺結核（陳旧性を含む）、気管支拡張症、間質性肺炎などで日常生活に支障がある方　など
◇慢性心疾患
　・心不全、虚血性心疾患で治療しており身体活動に制限がある方
◇慢性腎不全
　・慢性維持透析患者、透析導入間近の慢性腎不全患者、腎機能が低下している方
　・ネフローゼ症候群、慢性糸球体腎炎、自己免疫疾患などで副腎皮質ステロイドや免疫抑制剤の投与を受け
　　ている方
◇慢性肝疾患
　・肝硬変患者（症状がある方）
　・自己免疫疾患性肝疾患で免疫抑制剤または副腎皮質ホルモンを継続して使用している方
◇神経疾患・神経筋疾患
　・多発性硬化症などを有する方
　・パーキンソン病、脊髄小脳変性症、脊髄損傷などで呼吸器障害などを起こした方
◇血液疾患
　・急性白血病、悪性リンパ腫などで治療中または治療終了後5年以内の患者
　・再生不良性貧血患者
　・免疫抑制療法を受けている溶血性貧血または特発性血小板減少性紫斑病の患者
◇糖尿病
　・糖尿病で、合併症を有する方、インスリン注射を必要とする方、経口糖尿病薬による治療を必要とする方
　　（重症化の危険性が高い順から接種します）
◇疾患や治療に伴う免疫抑制状態
　・悪性腫瘍（いわゆるがん）の治療のため、免疫抑制を伴う治療を受けている方、または抗がん剤治療を受
　　けている方　など
　・関節リウマチや膠原病で、ステロイド、免疫抑制剤、生物学的製剤のいずれかを使用中の方
　・内分泌疾患の方（副腎皮質機能低下症、甲状腺機能が正常化していない橋本病やBMI25以上で睡眠時無呼
　　吸症候群、慢性心不全などの慢性疾患のある方）
　・消化器疾患（肝硬変を除く）で、免疫抑制を含む抗がん剤治療を受けている方、クローン病などで免疫抑
　　制を伴う治療を受けている方または受ける予定の方　など
◇小児科領域の慢性疾患
　・気管支喘息、慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、慢性腎疾患、その他様々な小児科疾患のある方

新型インフルエンザワクチンの優先接種対象となる「基礎疾患」のある方とは

し
あ
わ
せ

接
種
の
予
約
と

費
用
の
補
助
申
請

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
と
リ
ス
ク

ワクチンの
新型インフルエンザ

主な疾患などを抜粋したものです。判断に迷ったときは、医師に相談してください。



　

地
方
自
治
体
の
財
政
の
早
期
健

全
化
と
財
政
再
生
、
公
営
企
業
の

経
営
の
健
全
化
を
目
的
に
、
平
成

19
年
6
月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
た

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

に
関
す
る
法
律
（
平
成
19
年
6
月

22
日
法
律
第
94
号
）
」
に
基
づ
き
、

平
成
19
年
度
か
ら
各
年
度
の
決
算

の
数
値
を
基
に
算
定
し
た
4
つ
の

「
健
全
化
判
断
比
率
（
①
実
質
赤

字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負

担
比
率
）」
と
公
営
企
業
の
「
資
金

不
足
比
率
」
を
公
表
す
る
こ
と
と

さ
れ
、
平
成
19
年
度
に
引
き
続
き

平
成
20
年
度
決
算
の
数
値
を
基
に

公
表
し
ま
す
。

「
早
期
健
全
化
基
準
」
「
経
営

健
全
化
基
準
」
を
超
え
る
と
、

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
。
「
財
政
再

生
基
準
」
を
超
え
る
と
、
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
。

制
度
の
背
景
及
び
概
要

率
）
の
算
定
し
た
範
囲
は
、
下
図

の
と
お
り
、
地
方
自
治
体
の
す
べ

て
の
会
計
を
対
象
と
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
方
自
治
体

が
加
入
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合

や
広
域
連
合
、
さ
ら
に
地
方
自
治

体
が
出
資
し
て
い
る
地
方
公
社
や

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
団
体
に
対

す
る
負
担
金
な
ど
も
含
め
て
算
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

4
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
に
は

「
早
期
健
全
化
基
準
」
が
そ
れ
ぞ

れ
設
け
ら
れ
、
平
成
20
年
度
決
算

の
数
値
を
基
に
算
定
し
た
指
標

（
比
率
）
か
ら
、
1
つ
で
も
そ
の

基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
「
財
政

健
全
化
計
画
」
を
定
め
、
自
主
的

か
つ
計
画
的
に
財
政
の
健
全
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
自
主
的
な
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ

る
「
財
政
再
生
基
準
」
が
将
来
負

担
比
率
を
除
く
3
指
標
（
比
率
）

に
設
け
ら
れ
、
1
つ
で
も
そ
の
基

準
を
超
え
た
場
合
は
、
「
財
政
再

生
計
画
」
を
定
め
、
総
務
大
臣
に

報
告
、
同
意
を
得
て
財
政
の
再
生

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
に
は
、

「
経
営
健
全
化
基
準
」
が
設
け
ら

れ
、
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
公

営
企
業
会
計
ご
と
に
「
経
営
健
全

化
計
画
」
を
定
め
、
自
主
的
か
つ

計
画
的
に
経
営
の
健
全
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
（
比

広報なかがわ
2009. 11月号 ４

①
実
質
赤
字
比
率

中　
　
　

川　
　
　

町

普　

通　

会　

計

公
営
事
業
会
計

特
別
会
計

一　　般　　会　　計

資金不足
比　　率

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
老 人 保 健 特 別 会 計

北海道市町村総合事務組合
北海道市町村備荒資金組合
北海道市町村職員退職手当組合
北海道町村議会議員公務災害補償等組合
北海道後期高齢者医療広域連合
西 天 北 五 町 衛 生 施 設 組 合
上 川 北 部 消 防 事 務 組 合
上川教育研修センター組合

中 川 町 地 域 開 発 振 興 公 社 

※うち公営企業会計
簡 易 水 道 事 業 会 計
農業集落排水事業会計

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

【一部事務組合・広域連合】

《健全化判断比率などの対象図》

【地方公社・第三セクターなど】

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
中
川
町
の「
健
全
化
判
断
比
率
等
」を
公
表
し
ま
す



５ 広報なかがわ
2009. 11月号

収
入
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
を
借

金
の
返
済
に
充
て
て
い
る
か
を
示

す
も
の
で
、
一
部
事
務
組
合
、
広

域
連
合
な
ど
の
返
済
に
対
す
る
負

担
も
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
11
．
7
％
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
平
成
18
年

度
（
15
．
1
％
）
、
平
成
19
年
度

（
14
．
4
％
）
の
3
ヵ
年
を
平
均

し
、
13
．
7
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
早
期
健
全
化
基
準

（
25
．
0
％
）
や
財
政
再
生
基
準

（
35
．
0
％
）
と
照
ら
し
て
低
い

値
で
あ
り
、
ま
た
、
地
方
債
の
発

行
に
つ
い
て
総
務
大
臣
な
ど
の
許

可
が
必
要
と
な
る
基
準
（
18
．
0

％
）
よ
り
も
低
い
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

い
わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
ク
の
指
標
と

し
て
、
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負

担
す
べ
き
地
方
債
や
債
務
負
担
行

為
な
ど
の
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、

一
般
会
計
に
加
え
公
営
事
業
会
計
、

一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
、
地

方
三
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど

を
含
め
た
全
体
の
実
質
的
な
負
担

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
な
ど
が
抱
え
て
い
る
負

債
が
、
一
般
会
計
な
ど
の
標
準
的

な
年
間
収
入
の
何
年
分
か
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
8
．
4
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
と
照
ら
し

て
問
題
の
な
い
値
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
公
営

企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収

入
な
ど
の
規
模
と
比
較
し
、
経
営

状
況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

中
川
町
に
お
い
て
は
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
は
い
ず
れ
の
会
計

も
資
金
不
足
が
な
い
た
め
、
本
比

率
は
算
出
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

2　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
額

（
歳
入
総
額

歳
出
総
額
）
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
、

黒
字
か
赤
字
か
を
判
断
す
る
指
標

で
す
。

　

平
成
20
年
度
は
赤
字
で
は
な
い

た
め
、
本
比
率
は
算
出
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
事
業
会
計
（
各
特
別
会
計
）

を
含
め
た
す
べ
て
の
会
計
を
連
結

し
た
実
質
赤
字
額
（
ま
た
は
資
金

の
不
足
額
）
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
、
こ
の
指
標
に
よ

っ
て
、
国
民
健
康
保
険
や
簡
易
水

道
事
業
な
ど
の
公
営
事
業
会
計
を

含
め
た
中
川
町
全
体
の
財
政
運
営

状
況
が
わ
か
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
赤
字
で
は
な
い

た
め
、
本
比
率
は
算
出
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
と
準
元
利
償
還
金
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

1　

総
括

健全化判断比率

資金不足比率

会　　計　　名 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成20年度算定値 早期健全化基準 財政再生基準

20.00

40.00

35.0

設定なし

20.0

15.00

20.00

25.0

350.0

－

－

13.7

8.4

平成20年度算定値

－

－

※実質赤字比率と連結赤字比率は、赤字でない限り比率がないものとされます（「－」と表示）。【単位：％】

※資金不足比率は、資金不足が発生しない限り比率がないものとされます（「－」と表示）。　　【単位：％】



広報なかがわ
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工事名：旧名寄農業開発事務所
　　　　周辺建物解体工事★
完　了：10月30日（金）
内　容：建物の解体

工事名：中央団地公営住宅軒下盛土工事◇
完　了：10月30日（金）
内　容：軒下の盛土工事名：中川町郷土資料館解体工事★

完　了：10月30日（金）
内　容：郷土資料館の解体

工事名：中川町営球場整備工事★
完　了：10月20日（火）
内　容：内野の土の入れ替え

工事名：中央小学校グラウンド・多目的
　　　　広場整備工事★
完　了：11月20日（金）
内　容：排水設備の整備と芝張りなど

　

中
川
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
豊
か
で
便
利
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
年
度
の
主
な
工
事
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
主
な
工
事
の
進
捗
状
況



７ 広報なかがわ
2009. 11月号

工事名：国府18線本線凍雪害防止工事★
完　了：10月30日（金）
内　容：道路の路盤と舗装の工事

工事名：佐久第2団地サッシ改修工事◇
完　了：10月30日（金）
内　容：木製サッシを樹脂サッシへ交換

　写真の撮影日は、工事名のあとの記号
ごとに次のとおりです。
　★9月24日
　◇10月20日

工事名：佐久プール解体工事★
完　了：10月30日（金）
内　容：佐久プールの解体

工事名：凍雪害防止事業誉旧国道線舗装新設工事★
完　了：10月30日（金）
内　容：道路の舗装工事

工事名：中央小学校地震補強工事★
完　了：9月30日（水）
内　容：地震に対する補強工事

問い合わせ先　経済課環境整備室　☎7－2815



広報なかがわ
2009. 11月号 ８

　

石
井
雅
子
さ
ん
（
中
川
地
区
在

住
）
が
第
42
回
道
美
展
に
出
展
し

た
陶
芸
作
品
が
札
幌
市
教
育
長
賞

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

石
井
さ
ん
に
陶
芸
の
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。

道
美
展
へ
の
出
展
履
歴
は

　

今
年
で
3
回
目
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
入
選
の
経
験
は
あ
り
ま
し
た

が
、
初
め
て
の
受
賞
で
こ
ん
な
大

き
な
賞
を
い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。

道
美
展
で
は
、
工
芸
、
絵
画
、
写

真
、
木
工
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
分

野
の
作
品
が
一
緒
に
審
査
・
表
彰

さ
れ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
方
に
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

土
と
会
話
し
一
体
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
器
づ
く
り

み
な
ど
の
食
器
類
を
主
に
つ
く
っ

て
、
道
の
駅
な
か
が
わ
に
出
品
し

て
い
ま
す
。
こ
の
窯
で
手
放
せ
な

い
と
思
え
る
作
品
と
数
多
く
出
会

う
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

石
井
さ
ん
に
と
っ
て
「
陶
芸
」

と
は
何
で
す
か

　

今
の
私
の
す
べ
て
で
す
。

陶
芸
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

23
年
前
、
義
母
に
連
れ
ら
れ
て

陶
芸
教
室
に
行
っ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
当
時
、
年
1
回
中
川
に
来

て
い
た
講
師
の
方
が
土
を
自
由
自

在
に
操
っ
て
様
々
な
形
に
す
る
姿

に
感
銘
を
受
け
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
る
う
ち
に
、
の
め
り
こ
ん
で

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
が
縁
で
陶

芸
を
続
け
て
い
ま
す
。

4
年
前
に
ご
自
分
の
窯
を

も
っ
た
そ
う
で
す
ね

　

札
幌
の
陶
芸
家
の
先
生
と
の
縁

も
あ
り
、
陶
工
房
「
夢
創
窯
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
夢
と
想
像
力

を
テ
ー
マ
に
、
皿
、
茶
碗
、
湯
呑

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
、
「
陶
芸
で

は
あ
ち
ら
が
先
生
だ
け
ど
、
魚
釣

り
の
こ
と
は
俺
が
師
匠
だ
。
」
と
、

夫
婦
揃
っ
て
陶
芸
と
の
付
き
合
い

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的

で
し
た
。
さ
ら
に
、
健
一
さ
ん
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
で
培
っ
た

技
術
を
生
か
し
て
、
作
品
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
つ

く
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
も

お
二
人
の
陶
芸
人
生
は
ど
ん
ど
ん

幅
を
広
げ
て
い
き
そ
う
な
予
感
で

す
。

　

食
器
づ
く
り
を
中
心
と
し
な
が

ら
も
、
道
美
展
へ
の
出
展
を
続
け

て
き
た
こ
と
に
対
し
て
は
「
い
つ

か
は
入
賞
し
た
い
と
い
う
思
い
は

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
は
、
作
品
づ
く
り

の
励
み
に
な
り
ま
す
。
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
ご

主
人
（
健
一
さ
ん
）
も
同
席
し
て
、

あ
れ
こ
れ
と
お
話
し
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
窯
を
買
う
と
き
に

縁
の
で
き
た
札
幌
の
陶
芸
家
の
先

生
が
魚
釣
り
で
毎
年
中
川
町
に
い

入賞作品の「重手伊羅保釉壷（かさね
ていらぼうゆうつぼ）」。「ただ夢中でつ
くりました」とのこと。

む
そ
う
が
ま



９ 広報なかがわ
2009. 11月号

公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公公 書室室書書書民館民館館公民公民公公公 室室室公民館図書室室室書書館館館民民民 書室室室室書書書書書公民館公民民民公 図公公民館図書室室民館館館館図図公民館図書室公民館図書室
のの

おすすめおすすめおすすめ

　幕末の長崎で西洋医学を学び、維新に
揺れる日本を医師として自らの信じる道
を歩んだ人、松本良順。新選組に屯所の
改築をすすめ、会津藩で刃傷、銃創者の
治療を指南し、さらには榎本武明に蝦夷
行きを誘われる。医学の道に身を捧げた
彼の数奇な運命に光を当て、その波乱と
孤高の生涯に迫る感動の歴史長編小説。

「
絶
対
失
敗
し
な
い
！

12
か
月
楽
し
む
花
づ
く
り
」

平
田
幸
彦　
著

「
み
ん
な
い
き
て
る

　

み
ん
な
で
い
き
て
る
！
」

エ
リ
ッ
ク
･
カ
ー
ル　
絵

く
ど
う
な
お
こ　
詩

　学ぶことの意味をはっきりと示しうま
く学びをすすめていくことの能力「学び
力」。どうしたらその「学び力」を身につ
けられるか、「学び力」がつくと他のど
んな力につながり、どのようなメリット
があるのかを明らかにする。

　エリック・カール氏の描くさまざまな
動物に、くどうなおこさんがそれぞれの
動物の特徴や想いを詩にのせて表現しま
す。

　一年じゅう途切れない花のある生活が
満喫できる、基礎からの花づくり。初め
てでも簡単で、病害虫も少ない120種を
掲載。

「北海道警察音楽隊＆カラーガード隊演奏会
　～みんなでつくろう！安全で安心なまち～」

美深町

と　き　11月15日（日）
　　　　開場　午後2時30分　開演　午後3時
ところ　美深町文化会館COM100 文化ホール
内　容　北海道警察音楽隊は、道民と警察を結ぶ「音の架け橋」と
　　　　して、道内各地でふれあいを深めながら、年間200回以上
　　　　に及ぶ演奏活動を続けています。行進曲・クラシック・映
　　　　画音楽・歌謡曲など多彩な演奏曲目とともにカラーガード
　　　　隊を加えたドリル演技などもあり、多くの方々に楽しんで
　　　　いただける内容になっています。入場無料ですが、入場整
　　　　理券が必要です。
問い合わせ先
　美深町文化会館COM100　電話  2－1744

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
会
費
5
0
0

　

円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局（
古
市
和
子
さ
ん　
☎
7
―
2
8
5
0
）

　

へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

夏
休
み
最
後
の
一
夜
更
け
て
ゆ
く
葉
脈
標
本
か
さ
こ
そ
鳴
ら
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

「
夕
や
け
が
き
れ
い
」と
言
ひ
て
お
さ
な
子
は
農
道
ひ
と
す
じ
西
に
駆
け
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

幸
と
い
う
名
の
学
校
に
こ
だ
ま
せ
る
明
る
き
声
の
子
ら
皆
貧
し
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

精
雄

西
風
に
揺
る
る
イ
タ
ド
リ
葉
脈
の
固
く
浮
き
出
で
は
や
黄
ば
み
初
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

山
脈
を
踏
み
台
に
し
て
聳
え
立
つ
雲
の
彫
像
つ
か
の
間
の
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

枕
辺
に
古
き
杖
を
置
き
ひ
た
す
ら
に
頑
張
り
し
姑
の
脈
消
え
ゆ
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

朝
霧
の
立
木
の
中
に
茸
み
え
は
や
す
ぎ
る
ぞ
と
そ
っ
と
手
を
出
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
野　

孝
信

ひ
と
と
せ
に
一
度
の
逢
瀬
こ
こ
ち
よ
し
た
な
ば
た
月
の
茂
吉
峠
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

𠩤　
　

正
久

書
き
終
え
て
手
直
し
す
る
と
崩
れ
ゆ
く
三
十
一
文
字
の
文
脈
哀
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

脈
を
み
る
看
護
士
の
指
し
な
や
か
に
動
き
て
白
し
朝
の
病
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

憧
れ
の
青
い
山
脈
何
処
に
か
時
空
を
越
え
て
我
を
見
守
る
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

秋
空
に
向
か
い
て
伸
び
る
り
ん
ど
う
は
天
上
の
青
に
染
ま
り
て
高
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

血
圧
と
脈
を
計
り
て
看
護
士
は
大
丈
夫
だ
よ
と
我
に
ほ
ほ
笑
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

青
空
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
秋
桜　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

て
の
ひ
ら
に
薬
ひ
と
山
ち
ち
ろ
虫　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

刻
忘
れ
陽
の
沈
む
ま
で
茸
狩
り　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

コ
ス
モ
ス
の
一
花
も
風
に
さ
か
ら
は
ず　
　
　
　

古
市　

和
子

さ
い
わ
い

や
ま
な
み

も

天塩川だより
～近隣のまちの情報をお届けします～

（上川北部地区広域市町村圏振興協議会提供）

「
暁
の
旅
人
」

吉
村　

昭　
著

「
齋
藤
孝
の
学
び
力
」

齋
藤　

孝　
著



広報なかがわ
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老
齢
基
礎
年
金
は
、
25
年
の
資

格
期
間
を
満
た
し
た
方
が
、
65
歳

に
な
る
と
受
給
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
は
、
条
件
が
揃
え
ば
自
動
的
に

受
給
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
人
が
、
必
要
な
書
類
を
提

出
し
て
、
「
裁
定
請
求
」
と
い
う

手
続
き
を
行
い
、
そ
れ
が
認
め
ら

れ
て
、
は
じ
め
て
受
給
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
10
月
か
ら
、
裁
定
請

求
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
25
年
以

上
の
加
入
期
間
が
あ
っ
て
老
齢
基

礎
年
金
な
ど
の
受
給
年
齢
（
老
齢

基
礎
年
金
で
は
65
歳
）
を
迎
え
る

方
を
対
象
に
し
て
、
受
給
年
齢
に

な
る
3
ヶ
月
前
に
、
社
会
保
険
庁

か
ら
、
同
庁
が
管
理
し
て
い
る
年

金
加
入
記
録
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

印
字
し
た
「
裁
定
請
求
書
」
な
ど

裁
定
請
求

カ
ラ
期
間

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付

の
書
類
が
、
事
前
に
送
ら
れ
て
き

ま
す
。

　

こ
の
裁
定
請
求
書
を
受
け
取
っ

た
方
は
、
印
字
さ
れ
た
内
容
を
確

認
し
て
、
漏
れ
な
ど
が
あ
っ
た
と

き
は
訂
正
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の

裁
定
請
求
書
と
必
要
な
添
付
書
類

を
指
定
さ
れ
た
場
所
（
役
場
、
社

会
保
険
事
務
所
）
に
郵
送
ま
た
は

来
所
に
よ
っ
て
提
出
し
て
、
裁
定

請
求
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

一
方
、
25
年
の
加
入
期
間
が
不

足
し
て
い
る
方
に
は
、
こ
の
裁
定

請
求
書
が
送
ら
れ
ず
、
か
わ
り
に

「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
と

い
う
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
は

が
き
が
社
会
保
険
庁
か
ら
、
60
歳

到
達
月
の
3
ヶ
月
前
に
送
ら
れ
て

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
入
期
間
が
25
年
に

満
た
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
は
じ

め
か
ら
裁
定
請
求
の
手
続
き
を
あ

き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
に
は
、
「
カ
ラ
期
間
」

と
い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
カ
ラ
期
間
と
は
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
25
年
の

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
期
間
の

こ
と
で
す
。
こ
の
カ
ラ
期
間
と
年

金
の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間

が
25
年
以
上
あ
れ
ば
、
老
齢
基
礎

年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

主
な
カ
ラ
期
間
は
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
で
き
た
の
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
、
下
の

4
つ
の
期
間
の
う
ち
、
昭
和
36
年

4
月
以
後
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の

　

被
扶
養
配
偶
者
で
あ
っ
た
昭

　

和
61
年
3
月
以
前
の
期
間

◇
学
生
で
あ
っ
た
平
成
3
年
3

　

月
以
前
の
期
間

◇
海
外
在
住
の
期
間
（
任
意
加

　

入
で
き
な
か
っ
た
昭
和
61
年

　

3
月
以
前
の
期
間
を
含
め
ま

　

す
）

◇
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
か
ら

　

脱
退
手
当
金
を
受
け
た
昭
和

　

61
年
3
月
以
前
の
期
間
（
昭

　

和
61
年
4
月
以
後
に
国
民
年

　

金
の
加
入
期
間
が
あ
る
場
合

　

に
限
り
ま
す
）

　

こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
年
金
の
受
給
権

に
結
び
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
や
社
会
保
険
事
務
所
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
ラ
期
間
は
、
障
害
や
遺
族
基

　

礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
資
格

　

期
間
を
判
定
す
る
場
合
に
も
同

　

様
に
計
算
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を

　

満
た
し
て
厚
生
年
金
の
加
入
期

　

間
が
1
年
以
上
あ
る
昭
和
36
年

　

（
女
子
は
41
年
）
4
月
1
日
以

　

前
生
ま
れ
の
方
は
、
生
年
月
日

　

に
応
じ
て
60
歳
〜
64
歳
か
ら
60

　

歳
代
前
半
の
老
齢
基
礎
年
金
を

　

受
給
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

☎
0
1
6
6
―
2
5
―
5
5
8
9

年
金
を
あ
き
ら
め
な
い

年
金
を
あ
き
ら
め
な
い
で
「
カ
ラ
期
間
」は
あ
り
ま
せ
ん
か

「
カ
ラ
期
間
」は
あ
り
ま
せ
ん
か

年
金
を
あ
き
ら
め
な
い
で
「
カ
ラ
期
間
」は
あ
り
ま
せ
ん
か



　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
と
き
は
、

毎
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を

含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
1
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
1
月
か
ら
9
月

30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国

国
民
年
金
保
険
料
は

　

社
会
保
険
料
控
除
の

　
　
　

対
象
と
な
り
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
使
い
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は

　

世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

2
月
上
旬
に

　
　
　

送
付
さ
れ
る
場
合

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見

込
み
額
で
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
と
き
な
ど
、
10
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
は
、
翌

年
2
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が

送
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世

帯
の
世
帯
主
と
配
偶
者
も
連
帯
し

て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の

全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
な

ど
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に

ご
自
分
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
ご
家
族
分
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
も
、
申
告
す
る
方
の
申

告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

☎
0
1
6
6
―
2
5
―
5
5
8
9
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会
社
を
退
職
し
た
と
き
、
自
営

業
を
始
め
た
と
き
、
一
定
額
を
超

え
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
き
な

ど
は
、
国
保
に
加
入
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
就
職
や
転
職
を
し
て
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

と
き
な
ど
は
、
国
保
を
や
め
る
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に

14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

　
　

や
め
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

　
　

て
き
た
と
き

　

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な

　
　

っ
た
と
き

■
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
ど
う

な
る
の
？

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
届

出
を
し
た
日
か
ら
で
は
な
く
、
加

入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
国
保
税
を
納
め
な
く
て
は
な

加
入・喪
失
の
届
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
出
は
14
日
以
内
に
！

り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

国
保
を
や
め
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

　
　

し
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る

　
　

と
き

　

・
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡

　
　

し
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う

　
　

に
な
っ
た
と
き

■
や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と
ど
う

な
る
の
？

　

国
保
を
や
め
る
届
出
を
せ
ず
に

国
保
の
保
険
証
で
医
療
を
受
け
る

と
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を

あ
と
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
保
と
職
場
の
健

康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
を
二
重

に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ
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工 事 ・ 業 務 名 入札 落札率契約業者名 工事などの概要 期　　間 備　考

9月の入札・契約結果9月の入札・契約結果9月の入札・契約結果
契約金額予定価格

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

9／9

9／10

9／10

9／15

9／15

9／17

9／17

9／30

9／30

9／30

9／7

95.4％

93.1％

97.7％

95.2％

99.9％

93.4％

96.6％

93.5％

95.7％

96.4％

98.6％

9,345,000円

976,500円

766,500円

1,890,000円

220,342円

2,992,500円

1,627,500円

1,365,000円

1,890,000円

735,000円

756,000円

9,796,500円

1,048,950円

784,350円

1,984,500円

220,500円

3,202,500円

1,685,250円

1,459,500円

1,974,000円

762,300円

766,500円

森林環境保全整備事業
平成21年度　町有林新植工事

着手　平成21年９月10日
竣工　平成21年11月６日

町有林6.36haの新植
（共和・板谷）

随意契約
（1社）

上川北部
森林組合

町職員住宅営繕工事 着手　平成21年９月11日
竣工　平成21年10月15日町職員住宅営繕一式 指名競争入札

（4社）㈲佐藤組

農作業管理休養施設屋根塗装
工事

着手　平成21年９月11日
竣工　平成21年10月15日

着手　平成21年９月16日
竣工　平成21年10月15日

着手　平成21年９月16日
完了　平成21年９月24日

着手　平成21年９月18日
竣工　平成21年10月30日

着手　平成21年９月18日
竣工　平成21年10月30日

着手　平成21年10月１日
完了　平成21年11月20日

着手　平成21年10月１日
竣工　平成21年11月10日

着手　平成21年10月１日
完了　平成21年12月21日

着手　平成21年９月８日
竣工　平成21年10月20日

国府・大富一・大富三地区農作業
管理休養施設屋根塗装一式

随意契約
（1社）今野塗装店

誉地区排水路浚渫工事 排水路土砂除去1,900㎥ 指名競争入札
（4社）㈱北部興業

中川消防支署ネットワーク用
ＯＡ機器接続設定業務委託

上川北部消防事務組合本部と中川消
防支署のOA機器のネットワーク接続

随意契約
（1社）㈱名文堂

町有林作業路開設工事 共和志文内作業路開設
500ｍ

随意契約
（1社）

上川北部
森林組合

町有林作業路維持補修工事 共和志文内作業路維持補修
1300ｍ

随意契約
（1社）

上川北部
森林組合

誉32線本線地質調査委託業務 ボーリング調査6ｍ 指名競争入札
（5社）

大地
コンサルタント㈱

道路舗装改修工事 国府浄水場管理用道路600㎡ 指名競争入札
（3社）㈱北部興業

町道未処理用地調査業務 町道211路線の道路敷地に係る
未処理用地調査

随意契約
（1社）かたやま測量㈱

誉大橋歩車道境界縁石
補修工事

縁石補修延長56m・
外側区画線690m

随意契約
（2社）吉川組

駐 在 所

　

8
月
以
降
、
札
幌
、
苫
小
牧
、
旭
川
、
富
良
野
な
ど
で
、
ガ
ス
会
社

の
社
員
を
名
乗
る
男
が
、「
ガ
ス
の
集
金
方
法
が
年
払
い
に
変
わ
っ
た
」

「
ガ
ス
器
具
の
点
検
料
が
必
要
」
な
ど
と
、

架
空
の
料
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
事
件
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
な
？
」「
今
ま
で
と
違
う
な
？
」

と
思
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
1
1
0
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
に
よ
る
被
害
や
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
一
人
で
悩
ん
で
い
て
も
解
決
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
こ
れ
ら

の
行
為
が
や
が
て
他
の
凶
悪
犯
罪
に
も
発
展

し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

ガ
ス
会
社
の
社
員
を
名
乗
る
男
に
注
意
！

ガ
ス
会
社
の
社
員
を
名
乗
る
男
に
注
意
！

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
か
ら

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
を
守
る
た
め
に

ガ
ス
会
社
の
社
員
を
名
乗
る
男
に
注
意
！

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
を
守
る
た
め
に
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火災・救急
出動件数

火災出動　　０件
救急出動　　29件

平成21年９月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

1
1
9
番
の
日
は
、
広
く
地
域
住
民
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
11

月
9
日
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
火
事
」
の
場
合
も
「
救
急
」
の
場
合
も
ど
ち
ら
も
1
1
9
番
で
通
報
で
す
。
ご
家
庭
の
電
話
や

公
衆
電
話
か
ら
1
1
9
番
通
報
す
る
と
中
川
消
防
支
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
管
内
（
名
寄
市
・
下
川
町
・
美
深
町
・
音
威
子
府
村
・
中
川
町
）
で
携
帯
電
話
か
ら
1
1

9
番
通
報
す
る
と
名
寄
消
防
署
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
最
初
に
発
生
場
所
（
例
、
中
川

町
で
す
。
）
を
通
信
員
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
通
信
員
が
発
生
場
所
の
消
防
支
署
に
転
送
し
ま
す
。

①
正
し
く
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

　

（
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
1
･
1
･
9
）

②
火
事
か
救
急
か
伝
え
る
。

③
状
態
や
場
所
を
伝
え
る
。

　

（
住
所
や
発
生
場
所
が
わ
か
ら
な
い
時
は
周

　

囲
の
目
立
つ
建
物
な
ど
目
標
物
を
伝
え
る
。）

④
そ
の
他
、
消
防
署
員
の
問
い
か
け
に
で
き
る

　

だ
け
正
確
に
答
え
る
。

⑤
最
後
に
自
分
の
名
前
と
通
報
に
使
用
し
て
い

　

る
電
話
番
号
を
伝
え
る
。

１
１
９

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

付・
義
父
（
堀
井
廣
行
様
）
死
去
に

際
し
て　
　
　

岡　
　
　

豊　

様

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

金
住　

數
一　

様

　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

茂　

様

　
　
　
　
　

中
川
吹
奏
楽
団　

様

北
海
道
丸
太
押
し
相
撲
大
会
優
勝

　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
ン
ド
ゥ
ー　

様

　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

贈
　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方

々
よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　

吉
江　

幸
雄　

様

　
　
　
　
　
　

渡
邊　

圭
子　

様

北
海
道
丸
太
押
し
相
撲
大
会
優
勝

　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
ン
ド
ゥ
ー　

様

　
　
　
　
　
　

大
西　

進
平　

様

　
　
　
　
　
　

三
井　

正
憲　

様

　
　
　
　
　

匿
名
（
2
名
）　

様

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

・
谷
口　

充
洋　

様
（
4　

区
）

　

古
川
し
の
ぶ　

様
（
利
尻
町
）

議会・各種委員会の開催状況
９月17日●教 育 委 員 会 議
９月24日、25日、29日
　　　　●第３回定例町議会

10月６日●第６回臨時町議会
10月８日●農 業 委 員 会 総 会
10月13日●町営牧場運営委員会

平成23年5月31日までに
住宅用火災警報器を設置しましょう！

住警器キャラクター
「シラセナイト」火事と救急は119番
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中
川
町
で
は
、
北
海
道
労
働
金

庫
と
提
携
し
て
、
勤
労
者
の
皆
さ

ん
へ
の
貸
付
金
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
労
働
金
庫
に
口
座

を
お
も
ち
で
な
い
方
に
は
、
口
座

を
開
設
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
勤

労
者
の
皆
さ
ん
が
ご
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
次
の
2
つ
の
貸
付
金

制
度
が
あ
り
ま
す
（
審
査
の
結
果
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。

■
中
川
町
勤
労
者
生
活
資
金
融
資

　

（
融
資
枠
1
，
0
0
0
万
円
）

　

生
計
費
、
耐
久
消
費
財
購
入
費
、

レ
ジ
ャ
ー
費
、
医
療
費
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
に
つ
い
て
は
1
0

0
万
円
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
1

5
0
万
円
を
限
度
に
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
率
は
、
教
育
費
2
．
39
％
、

教
育
費
以
外
は
2
．
81
％
（
と
も

に
保
証
料
別
途
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

融
資
枠
は
、
9
月
30
日
現
在
で

4
件
の
貸
付
が
あ
り
、
残
額
約
8

0
0
万
円
で
す
。

■
中
川
町
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資

　

（
融
資
枠
2
，
0
0
0
万
円
）

　

自
己
ま
た
は
親
族
の
居
住
に
関

す
る
住
宅
の
購
入
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
購
入
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
土
地
付

建
物
の
購
入
な
ど
の
目
的
で
8
0

0
万
円
を
限
度
に
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
率
は
、
2
．
55
％
（
保
証
料

別
途
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

融
資
枠
は
、
9
月
30
日
現
在
で

2
件
の
貸
付
が
あ
り
、
残
額
約
1
，

4
0
0
万
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
総
務
町
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

北
海
道
労
働
金
庫
名
寄
支
店

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
2
2
7
0

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

接　　遇

会　　費

祝 い 金

寸　　志

協賛金・負担金

見 舞 金

合　　　　　　　　　計

町 長 交 際 費 支 出 項 目

●町長交際費支出内訳　〔上半期＝4月1日～9月30日、下半期＝10月1日～翌年3月31日〕

1

2

3

4

5

6

11

8

10

7

1

33

70

118,680

51,000

102,720

56,265

30,000

563,500

922,165

（単位：円）

件数 金　額
20年度年間合計額

5

7

5

5

1

20

43

62,378

46,000

43,860

46,265

30,000

427,775

656,278

件数 金　額
20年度下半期

6

1

5

2

0

13

27

56,302

5,000

58,860

10,000

0

135,725

265,887

件数 金　額
20年度上半期

10

8

6

1

0

14

39

112,388

48,000

85,000

5,000

0

121,969

372,357

件数 金　額
21年度上半期

外部（国・道、関係機関）との公の意見交換または折
衝等に必要な土産等の購入、情報収集のための懇親会
等を開催する場合とし、社会通念上妥当と認める範囲
の額とする。

中川町慶弔規程による（供花・供物も含む）災害など
に係る義援金を支出するときは協議
葬儀における香典（詳細：中川町慶弔規程による）

懇談会、懇親会、祝賀会など（2万円を限度とする）

周年、設立記念式、祝賀会慶事など、招待・会費不要
の場合（2万円を限度とする）

町内協賛行事（1万円を限度とする）
（補助金・負担金などの重複支出は無し）諸議会負担金

総会懇親会、交礼会、基金造成ビールパーティーなど、
招待・会費不要の場合（２万円を限度とする） 各種全
国大会等に出場する個人または団体（３万円を限度と
する）（各課・教育委員会などで対応するものは除く）

　中川町では、「町長交際費の支出に関する取扱い基準」に基づき、町長などが町を代表して、円滑な行
政執行を行うため、外部との交際上必要な経費を、社会通念上妥当な範囲で必要最小限の額を支出するこ
ととし、その内容を年２回、支出項目、件数、金額について公表することとしています。公表については、
中川町情報公開条例および個人情報保護条例の規定に基づくものとします。

問い合わせ先　総務課総務町政室　☎7－2811

町長交際費の支出内訳を公表します



「
規
制
の
抜
け
穴
を
解
消
す
る
た
め
に
」

　

•
訪
問
販
売
な
ど
で
は
す
べ
て
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
規

　
　

制
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

•
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
消
費
者
が
一
方
的
に
契
約
を
や

　
　

め
ら
れ
る
制
度
）
な
ど
に
な
じ
ま
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ

　
　

ス
は
、
規
制
の
対
象
か
ら
は
ず
し
ま
す
。

「
訪
問
販
売
規
制
を
強
化
し
ま
す
」

　

•
訪
問
販
売
業
者
に
契
約
し
な
い
よ
う
な
意
思
表
示
を
し

　
　

た
消
費
者
に
は
契
約
の
勧
誘
を
禁
止
し
ま
す
。

　

•
訪
問
販
売
で
、
過
量
の
商
品
な
ど
を
購
入
契
約
し
た
と

　
　

き
は
、
契
約
後
1
年
間
は
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

　
　

き
ま
す
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト（
割
賦
）規
制
を
強
化
し
ま
す
」

　

•
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
行
う
業
者
は
登
録
制
と
し
、
行
政

　
　

に
よ
る
監
督
を
行
い
ま
す
。

　

•
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
れ
ば
販
売

　
　

契
約
も
同
時
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
さ
れ
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
な
ど
の
規
制
を
強
化
し
ま
す
」

　

•
返
品
に
関
す
る
条
件
を
広
告
に
表
示
し
て
い
な
い
と
き

　
　

は
、
8
日
間
、
送
料
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
で
返
品
で

　
　

き
ま
す
。
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市
価
と
比
べ
て
あ
ま
り
に
高
額

な
商
品
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
他
の

業
者
か
ら
見
積
も
り
を
も
ら
う
な

ど
し
て
、
適
正
な
価
格
を
知
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

悪
質
な
業
者
ほ
ど
「
布
団
を
見

せ
て
ほ
し
い
」
「
5
分
で
い
い
か

ら
家
に
入
れ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

言
葉
巧
み
に
家
に
上
が
り
こ
も
う

と
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
玄
関
に

を
か
け
、
ド
ア
越
し
に
話
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
家
に
入
っ

て
き
た
と
き
は
、
は
っ
き
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
者
だ

け
の
家
は
悪
質
業
者
の
標
的
に
な

り
や
す
い
の
で
、
子
ど
も
や
孫
が

同
居
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
表
札

を
工
夫
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　

万
が
一
、
必
要
な
い
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と

「
う
ま
い
話
、こ
の
世
に
な
い
！
」

ド
ア
を
開
け
る
前
に
ま
ず
目
的
を
聞
く

「
話
だ
け
で
も
聞
い
て
み
よ
う
」は
キ
ケ
ン
！

点
検
を
装
う
業
者
、気
を
つ
け
て

う
ま
す
ぎ
る
も
う
け
話
に
は
、落
と
し
穴

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
な
い

疑
お
う
、人
の
ふ
と
こ
ろ
聞
く
業
者

勇
気
を
出
し
て
き
っ
ぱ
り
断
ろ
う
！

し
つ
こ
く
言
い
寄
る
相
手
に
は
1
1
0
番

簡
単
に
署
名
、押
印
せ
ず「
契
約
は
急
が
ず
慎
重
に
！
」

　

上
川
支
庁
の
渡
邊
消
費
生
活
相
談
推
進
員
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
し
た
講
演
会
で

お
話
の
あ
っ
た
、特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
12
月
1
日
か
ら
消
費
者
を
守

る
法
律
が
強
化
さ
れ
ま
す
。主
な
ポ
イ
ン
ト

は
左
の
と
お
り
で
す
。

訪問販売などで訪問販売などで
だまされないための10ヶ条だまされないための10ヶ条

訪問販売などで
だまされないための10ヶ条

ま
ず
は
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ

玄
関
に
鍵
を
か
け
る

相
手
の
ペ
ー
ス
に
乗
ら
な
い

悪
質
業
者
の
商
品
価
格
は

　
　
　
　
　

市
価
の
10
倍

き
は
、
法
定
の
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
て
か
ら
8
日
間
（
一
部
は
20

日
間
）
以
内
に
手
続
き
す
る
こ
と

で
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
お
店
で
の
買
い
物
は
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
）。

　

悪
質
な
電
話
勧
誘
も
矢
継
ぎ
早

に
ま
く
し
立
て
て
、
契
約
を
迫
り

ま
す
。
必
要
な
け
れ
ば
、
早
い
段

階
で
「
お
断
り
し
ま
す
の
で
、
二

度
と
電
話
し
て
こ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
」
と
言
っ
て
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。
相
手
の
話
を
聞
い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
町
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

悪質な訪問販売などから身を守るために
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9
月
27
日（
日
）北
海
道
立
林
業

試
験
場
道
北
支
場
内
「
あ
ず
ま
や

り
ん
ぐ
す
」
で
、
第
15
回
目
と
な

る
り
ん
ぐ
す
の
集
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

25
人
が
参
加
し
、
主
催
者
の
ナ

ナ
カ
マ
ド
林
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

丹
精
こ
め
て
作
り
上
げ
た
チ
キ
ン

レ
ッ
グ
や
牛
肉
の
ス
テ
ー
キ
、
お

に
ぎ
り
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
参
加

者
は
、
秋
晴
れ
の
休
日
を
豊
か
な

森
林
の
中
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
馴
染
み
の
少
な
い

栃
餅
を
作
り
ま
し
た
。

　

栃
の
実
は
あ
く
が
非
常
に
強
い

木
の
実
な
の
で
、
食
べ
る
に
は
大

変
な
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
栃
餅

を
作
る
た
め
に
は
、
①
栃
の
実
を

拾
う
。
②
3
週
間
ほ
ど
流
水
に
漬

け
あ
く
を
抜
く
。
③
木
灰
と
一
緒

に
煮
だ
し
て
さ
ら
に
あ
く
を
抜
く
。

④
最
後
に
流
水
に
一
昼
夜
漬
け
て
、

森
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　

〜
栃
餅

森
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　

〜
栗

ナ
ナ
カ
マ
ド

林
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
願
い

　

寒
冷
積
雪
の
地
で
あ
る
中
川
町

で
温
帯
植
物
の
栗
の
木
を
見
る
こ

と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
林

業
試
験
場
道
北
支
場
は
、
中
川
町

で
栗
の
木
を
見
る
こ
と
の
で
き
る

数
少
な
い
場
所
で
す
。

　

集
い
の
最
中
い
が
ぐ
り
を
拾
う

子
ど
も
た
ち
か
ら
、
「
な
ぜ
栗
に

は
ト
ゲ
が
あ
る
の
？
」
と
い
う
素

朴
な
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
林

下
ご
し
ら
え
が
終
了
で
す
。　

　

今
回
は
、
す
で
に
あ
く
抜
き
し

た
栃
の
実
を
使
い
ま
し
た
が
、
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
手
間
を
か
け
て
栃
の

実
を
食
べ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
ド
ン
グ
リ
な
ど
他
の

木
の
実
で
は
ダ
メ
な
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
答
え
は
、
「
栃
の
実
に

は
豊
凶
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
に

深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
ド
ン

グ
リ
や
栗
に
は
豊
作
の
年
と
、
凶

作
の
年
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
栃

の
実
に
は
豊
凶
が
な
く
、
毎
年
た

く
さ
ん
の
実
を
つ
け
ま
す
。
栃
の

実
は
、
山
村
に
お
け
る
非
常
食
で

し
た
か
ら
、
採
れ
な
い
年
が
あ
る

と
困
る
わ
け
で
す
。
毎
年
た
く
さ

ん
の
実
を
つ
け
る
栃
の
実
は
、
優

れ
た
非
常
食
で
し
た
。
問
題
は
、

そ
の
苦
く
て
渋
い
味
で
し
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
人
間
の
知
恵
が

克
服
し
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
と
人
間
の
関
わ

り
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
り
ん
ぐ
す

の
集
い
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

あ
る
も
の
は
み
な
意
味
を
持
ち
、

意
味
の
あ
る
形
を
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

り
ん
ぐ
す
の
集
い
で
は
森
や
自

然
に
関
す
る
様
々
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
難
し
い

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
く
、

美
味
し
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
来
年
の
同
じ
時
期
、
16
回
目

の
集
い
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

経
済
課
産
業
振
興
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
6

業
試
験
場
の
研
究
員
か
ら
は
、

「
栗
は
栃
の
実
や
ド
ン
グ
リ
に
比

べ
る
と
段
違
い
に
お
い
し
い
。
そ

れ
は
動
物
に
と
っ
て
も
同
じ
で
す
。

栗
に
と
げ
が
な
け
れ
ば
動
物
は
栗

ば
か
り
食
べ
ま
す
。
栃
な
ど
は
苦

く
て
渋
い
味
で
身
を
守
り
、
栗
は

ト
ゲ
で
実
を
守
っ
て
い
る
ん
で
す
。

全
部
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
う
と
次
の
世

代
を
残
せ
ま
せ
ん
か
ら
。
」
と
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

栗
も
栃
の
実
も
似
た
よ
う
な
姿

を
し
て
い
ま
す
が
、
実
の
味
も
守

り
方
も
全
然
違
い
ま
す
。
自
然
に

人
と
森
・
人
と
人
と
が
輪
を
広
げ
、森
林
の
大
切
さ
を
考
え
て
15
年

人
と
森
・
人
と
人
と
が
輪
を
広
げ
、森
林
の
大
切
さ
を
考
え
て
15
年
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行事やイベント、身近な話題をご紹介します。

企業による地域貢献
　丸太押し相撲大会の土俵として使われた、リバー
サイドパーク・イベント広場のステージ整備に、大
永・新太平洋・松谷経常建設共同企業体（永吉晶子
代表）と株式会社山崎組（山崎晴一代表取締役）か
ら多大なご支援をいただきました。

　山村開発センターと佐久地区公民館で中川町敬老
会が行われ、ゲームやカラオケなどで楽しいひとと
きを通じて長寿を祝いました。

　

任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
管
理
委
員
と

そ
の
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
左
の

方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
25
年
9
月
26
日
ま
で
の
4
年
間
で

す
。

■
選
挙
管
理
委
員

■
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

宮　

脇　

政　

義

　

加　

藤　

幸　

子

　

川　

村　
　
　

隆

　

河　

瀨　

敏　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員
の

皆
さ
ん
が

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

村
田
ひ
さ
子

　
　

（
委
員
長
）

一
戸
孟
男

9/30

長 寿 を 祝 っ て
9/10
・11

ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの

喜寿おめでとうございます。

廣瀬陽子さん（77歳）

遠藤ちゑさん（77歳）

谷
口
充
洋

若
山
勇
人
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旭
川
赤
十
字
病
院
を
基
地
と

す
る
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
、

10
月
7
日
か
ら
運
航
を
始
め
ま

し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医

師
や
看
護
師
を
重
症
な
患
者
の

も
と
へ
い
ち
早
く
届
け
、
初
期

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

中
川
町
で
は
、
重
症
患
者
が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
中
川
町

立
診
療
所
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ

て
救
急
自
動
車
で
名
寄
市
や
旭

川
市
な
ど
の
医
療
機
関
へ
搬
送

し
て
い
ま
す
が
、
長
時
間
に
及

ぶ
搬
送
と
な
る
こ
と
か
ら
患
者

の
負
担
も
大
き
く
、
専
門
的
治

療
の
開
始
が
遅
れ
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

北
海
道
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
川
消
防
支
署

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
1
1
9

こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
す
る
た

め
に
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ

り
、
道
内
で
は
道
央
（
札
幌
）、

道
東（
釧
路
）、
道
北（
旭
川
）の

3
機
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
は
、

3
6
5
日
、
午
前
8
時
40
分
か

ら
日
没
ま
で
で
す
の
で
、
季
節

に
よ
っ
て
変
動
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
気
象
状
況
に
も
影
響
を

受
け
ま
す
の
で
、
出
動
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ヘ
リ
の
離
着
陸
に
は
一
定
の

基
準
が
あ
り
、
中
川
町
で
は
左

図
の
と
お
り
5
ヶ
所
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
離
着
陸
時
に
は
、

騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
と
き

は
「
保
温
・
睡
眠
・
栄
養
」
が
大

切
で
す
。

　

熱
や
吐
き
気
が
あ
る
と
き
、
下

痢
を
し
て
い
る
と
き
は
体
の
中
で

水
分
が
不
足
し
て
し
ま
う
の
で
、

脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

十
分
な
水
分
補
給
が
必
要
で
す
。

湯
冷
ま
し
、
麦
茶
、
適
量
の
イ
オ

ン
飲
料
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

風
邪
を
ひ
い
て
い
る
と
き
は
消

化
能
力
が
落
ち
て
い
る
の
で
、
食

欲
の
な
い
と
き
は
胃
に
負
担
の
か

か
ら
な
い
野
菜
ス
ー
プ
や
ゼ
リ
ー

な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
少
し
食

欲
が
出
て
き
た
ら
、
お
か
ゆ
や
軟

ら
か
く
煮
た
う
ど
ん
、
じ
ゃ
が
い

も
や
か
ぼ
ち
ゃ
の
や
わ
ら
か
煮
な

ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
油
の
多
い
も
の
や
食
物
繊
維

の
多
い
も
の
は
消
化
不
良
に
な
り

や
す
い
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

し
あ
わ
せ

　

熱
が
あ
る
と
き
に
は
体
の
た
ん

ぱ
く
質
を
消
耗
し
ま
す
。
卵
、
魚
、

豆
腐
な
ど
の
、
良
質
で
消
化
の
よ

い
た
ん
ぱ
く
質
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
抵
抗
力
を
つ
け
、
風
邪
の
予

防
や
回
復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
で

す
。
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
間
は
消

耗
し
や
す
い
の
で
、
意
識
し
て
と

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
鮭
、
卵
、
豆
腐
な
ど
に

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
、
風

邪
で
熱
が
出
る
と
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
予
防
を
心
が
け
、
も
し

風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ

の
よ
う
な
食
事
で
回
復
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室　

栄
養
士

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

水
分
を
こ
ま
め
に

と
り
ま
し
ょ
う

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を

と
り
ま
し
ょ
う

ビ
タ
ミ
ン
を

た
っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ
う

消
化
の
よ
い
も
の
を

食
べ
ま
し
ょ
う

熱
が
あ
る
と
き
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

Ｑ
．
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
呼
ぶ
に

　

は
？

Ａ
．
救
急
車
と
は
違
い
、
一
般

　

の
方
が
直
接
要
請
を
す
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
消
防

　

（
救
急
隊
）
が
患
者
の
状
態

　

を
判
断
し
て
要
請
し
ま
す
。

Ｑ
．
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
料
金

　

は
？

Ａ　

基
本
的
に
、
救
急
車
と
同

　

様
に
料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
ヘ
リ
の
中
で
医
師

　

が
行
っ
た
処
置
に
は
病
院
と

　

同
じ
よ
う
に
料
金
が
か
か
り

　

ま
す
。

町内のドクターヘリ
離着陸場予定地

●旧歌内小学校

●エコミュージアム
　センター前広場

中川地区水防拠点●

中川消防支署前広場●

道の駅なかがわ●
横広場　

●旧歌内小学校

●エコミュージアム
　センター前広場

中川地区水防拠点●

中川消防支署前広場●

道の駅なかがわ●
横広場　
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必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

19

　

対
象
に
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

　

す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

　

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

　

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

　

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

　

す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

　

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

　

れ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

退
職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

請
求
な
ど
、
建
退
共
制
度
の
知
り

た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

建
退
共
北
海
道
支
部

☎
0
1
1
―
2
6
1
―
6
1
6
8

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://kentaikyo.
taisyokukin.go.jp/

　

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
、
1

ヶ
月
60
時
間
を
越
え
る
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
割
増
賃
金
率
が
5
割

増
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
（
猶

予
事
業
所
あ
り
）
、
年
次
有
給
休

暇
が
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
労
働
基
準
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

hokkaido-labor.go.jp

）
ま
た

は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.mhlw.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
労
働
基
準
監
督
署
第
一
課

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
1
8
6

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
、

配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
い
じ
め
な

ど
）
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
北
海
道
労
働
局
の
各
総
合
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
労
働
相
談
に
応
じ
て
各
種
情
報

を
ご
提
供
す
る
と
と
も
に
、
無
料

・
簡
易
・
迅
速
な
紛
争
解
決
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
「
あ
っ
せ
ん
」
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
30
分
の
間
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
制
度
に
関
す
る
概
要

を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
総
合
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
1
8
6

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.hokkaido
-labor.go.jp/

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用

者
と
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
額

　

時
間
額　

6
7
8
円

■
効
力
発
生
年
月
日

　

平
成
21
年
10
月
10
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

課
最
低
賃
金
係

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

た
ら
総
合
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
へ

労
働
基
準
法
が
変
わ
り
ま
す

■
資　

格

　

平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
で
15

　

歳
以
上
17
歳
未
満

■
身　

分

　

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

　
　
　

自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
高
校
教
育

　

横
浜
修
悠
館
高
等
学
校
（
通
信

　

制
）
に
入
学
し
ま
す
（
3
年
間

　

で
約
3
万
円
の
修
学
経
費
は
自

　

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
居
住
場
所

　

横
須
賀
駐
屯
地

■
休　

日

　

週
休
2
日
制
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
、
夏
季
休
暇
、
年
次
休
暇
有

　

り
）

■
給　

与

　

9
4
，
9
0
0
円

■
待　

遇

　

ボ
ー
ナ
ス
年
2
回
（
6
月
、
12

　

月
）
、
食
費
と
住
居
費
は
無
料

■
受
付
期
間

　

平
成
21
年
11
月
1
日（
日
）〜
平

　

成
22
年
1
月
8
日（
金
）

　

※
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
広

　

報
官
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
試
験
日

　

平
成
22
年
1
月
23
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、
「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
つ
く
っ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
者

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛　

金

　

日
額
3
1
0
円

■
特　

徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

　

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
建
退
共
制
度

お 知 ら せ



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（9月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,889人（－４）

931人（－４）

958人（±０）

912戸（±０）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　幼児センターの子どもたち
が林業試験場で秋の宝物探し
をしました。うちわのように大
きな落ち葉、拾うと痛い栗のイ
ガ、落ち葉のじゅうたんを踏み
しめる音。少し冷たい風とにわ
か雨にあたりながら、秋を感じ
るひとときを楽しみました。

　丸太押し相撲大会・秋味まつりにあわせて、中
川町と交流のある東京都世田谷区の区民訪問団の
６名が訪れました。中川の秋のイベントを満喫し
たほか、町内農家の視察やエコミュージアムセン
ターの見学を行いました。

交流の架け橋
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